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ごめユニコーンがもたらす 安堵感 

 

校長  横山  公一  

あの灼熱の夏が幻だったがごとく、遠く

にかすんでいます。春に見事な白い花を咲

かせていた池のほとりのハナミズキは、先

ごろより学校で一番の紅葉を見せつつ、今

は流れてくる風にのせて、その一葉一葉を

とき放っているようです。 

展覧会を催す月です。保護者の皆様、地

域の皆様、ぜひ足をお運びください。様々

な味わいに心がほっこらしますよ。 

さて、少々話が古くなります。NHK が

放映していた短い時間の動画に、「貴婦人

でごめユニコーン」という名の作品があり

ます。ご存じない方が大半だと思われます

ので、ざっくりいうと「みんなのうた」の

ようなアニメーション付きの歌の紹介動

画です。 

歌の語り手である可愛らしいユニコー

ン曰く、「自分たちが慕っている貴婦人が、

その育ちの良さからきたのであろう経験

不足から、あちらこちらで失敗をしでかす

のだが、彼女に代わって謝ります。ごめん

なさい。温かく見守ってやってください」

という内容の詩です。 

正直「貴婦人でごめユニコーン」などと

は意味が不明です。「なんだこれ」、「ご

めん」と「ユニコーン」を 単にくっつけた

ダジャレか？なぜいきなり一角獣か？な

どと理解が全く追い付きません。しかしな

がら一方では、その不可解さが妙に気にな

り、愛らしい映像や印象的なメロディの一

節が頭にこびりつき、気が付けばひとり口

ずさんでいる自分がいたりもしました。  

その後、これは放送作家の井上涼氏が手

掛けたもので、世界の美術作品を映像や歌

で表現するNHKの番組（びじゅチューン）

の一つであることが判明しました。そし

て、この歌自体は、「貴婦人と一角獣」と

いう題がつけられたフランスのタピスリ

ー（織物）がもとになっているとのこと。

さらに私の目を引いたのが、解説にある作

家の次の言葉でした。 

このタピスリーは「貴婦人と彼女を取り

巻く動物たちの仲の良さが印象的である。

貴婦人が動物たちに甘やかされていると

想像しました。」 『想像しました』と書か

れています。つまり、あの一見不可解な動

画作品はまさに、井上涼氏のタピスリーの

捉え方そのものであり、大多数が共有して

いる従来の常識的といえる解釈や答えを

もとに作ったのではないという事実です。

これは衝撃的でした。くだけた言い方をす

れば、作品の見方って「そんなんでいいん

だ。」という、安堵に似た開放感でした。 

鑑賞においては既成の知識等を基にし

た、正しい見方なども一つの在り方でしか

なく、私たちの心に生じる個々のとらえ方

や発想にもっともっと自信をもってよい

のだなという結論に達したわけです。 

これからの世の中を生きる大人も子供

も、自身でも、互いにも大切にすべき方向

なのでしょう。  

「♪ごめユニコーン、ごめユニコーン♪」

の一節が、今も尚、頭の中をぐるぐる回っ

ています。 
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